
...... ・=--月号

f @ぃ'4・ゐ a 

、、

。
σ夏
、
私
J
b

燃
、
人
主
!



建懇
設j百
官 後
λ"τt 

重箱二
型別
号 )11量

全言三三三

重量
三三
選 ー
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一云重苦

水
質
の
現
況
附
査
は
、
全
国
の
一

級
河
川
の
う
ち
‘
建
設
省
が
管
理
し

て
い
る
区
間
の
う
ち
、
約
十
J
に
一

ヵ
所
ず
つ
の
計
九
百
四
十
五
地
点
で
、

汚
濁
度
向
指
標
と
な
る

B
O
D
(
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量

)C
O
D
(化

学
的
般
紫
要
求
品
)
が
関
べ
ら
れ
ま

ねがiS'，~さとの川しよラ2g ラる守

利れいな川日本
し
た
.
そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
母
な

る
川
、
利
別
川
が
ク
リ
ー
ン
度
全
国

一
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、

こ
の
美
し
い
川
を
い
つ
ま
で
も
維
持

し
、
美
化
し
て
、
今
全
町
的
イ
メ
ー

ジ
ア
ソ
プ
を
図
ろ
う
と
、
特
集
と
し

て
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

魚

の

宝

庫

清
流
に
は
、
サ
ケ
、
マ
ス
が
そ
上

L
.
ア
ユ
、
ヤ
マ
ベ
(
山
女
魚
)
、
ヤ

ツ
メ
ウ
ナ
ギ
な
ど
種
々
雑
多
の
魚
が

生
息
し
て
い
ま
す
.
ま
た
、
サ
ケ
の

僻
化
場
も
隣
接
さ
れ
‘
魚
釣
り
や
漁

業
の
場
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
や
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
自
然
観
察
の
場

岸
辺
で
は
多
数
の
水
ぬ
が
舞
い
、

健
防
で
は
、
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
と
し
て
三
万
一

桂志判別川の拍水工事は第二期拓殖計画の 理として、昭和 9年4月描水事章に着手

し、新水路揖削と畢埋工事が進められた.その龍太平洋眼争と眼撞の哩乱期を桂て、昭

和田年9月桂志利別川全体計画が暗定され、本改時計画に従って工事を進めてきた@以

降、調査の進展、間情勢の蛮化もあり、昭和初年植志判別川故障蛇体計画を置定し、昭

和43年よりの車三次五ヶ年計画においては、主に稲理量水路掘削、トマンケン川聾埋に

新組着手し、博田、今金聾堪を世韓施工し、昭和47年からの第四次五ヶ年計画では、前

理、櫨111、岡代、西丹羽畢唾を聾施L、無堤地区の解消を最重点と L、今日に至っている.

ー-覆隠軍司膨a・岨p~圃園理~.... 圃

百玉有胃"fiiITliのあゆ み
昭和9平~ 河口ー大菌、 今金町市街辱の8ヶ所、4償却mの

続水路間削
昭和14.if- 河口ー大賓の嗣隊第縄及び隊闘の働門 管の訟

置、今金偏上流刑切替地，¥¥iJ重博併設工$に漕手
北海道開発庁留置

J盟亜盟主且旦里

僻

岬

組

刊

制

仰

昭

昭鎗

昭

)

市
ゅ

，
、

信
-7

海

面

何

'a司
齢
制

句

"
則

a苅
修
A
1

二
倒
錯

第
合
創
刊

後志利別川全体計画策定

後志利別川改修It体計画策定
波島東海鯵にて海贈の直絡網釜若手
後志事l別川をー級河川に指定
稲l!;量水路纏削 トマンケン川築堤工事溝手
博図今金集堤継続池工

事

北海選第2M妬殖計画
(昭和2if-21年)

事連関

美
し
い
川
は
み
ん
な
の
財
産

〕2
 

〔

き
れ
い
な
川
や
、
緑

盟
か
な
水
辺
は
、
私
た

ち
に
潤
い
や
、
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
出

た
人
が
一
番
先
に
恕
い

千
六
百
三
十
平
方
幻
が

開
放
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ポ

ル
広
場
二
面
、
野
球

広
場
二
面
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
私
た
ち
の
健
康

づ
く
り
の
場
、
ふ
れ
あ

い
の
広
場
と
し
て
、
広

く
町
民
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

河
寸. • 

出
す
の
は
、
美
し
い
山
河
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
英
し
い
川
は
み

ん
な
の
財
産
で
す
。

つ
ぎ
の
世
代
へ

つ
づ
け
る
た
め
に
も
み
ん
な
で
大
切

に
守
り
た
い
も
の
で
す
。

議
室
'時

3
j

i
z
g

，
 

J

，
 一ー

111 

愛

種
川
ふ
る
さ
と
を
築
く
会
(
代
表

金
沢
民
男
♂
)
で
は
;
地
区
に
流
れ

て
い
る
川
を
知
る
り
み
つ
め
よ
う
君

の
ふ
る
さ
と
e

を
テ
!
?
に
毎
年
イ

カ
ダ
下
り
を
し
て
川
に
親
し
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
美
し

イカタ.下りを楽しむ

護

運

動

い
川
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
立
看
板
と
定

期
的
な
河
川
清
掃
を
計
画
、
実
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
川
は
心
の

ふ
る
さ
と
し
を
合
い
こ
と
ば
に
、
あ

な
た
も
個
人
で
、
グ
ル
ー
プ
で
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ

っ
と
し
た
心
づ
か
い
で
で
き
る
浄
化
対
策

私
た
ち
が
な
に
げ
な
く
台
所
か
ら

流
し
て
い
る
調
理
く
ず
、
食
べ
残
し

ゃ
、
廃
油
な
ど
が
川
を
汚
し
て
い
ま

稲l! 樋川 団代、西丹羽援羽是清手

実利河ダム着工
兜野排水8現場完成

上住吉地区御削集堤継続Ii進

真島内鈴木樋渇和成

面否百豆百耳fi: 昭和25年

(昭利22'手-26年) 昭和2"宇
治水事業五ヶ年l

ナ士主ゴ::1~-湖北樽遣さ念
計型(昭和田引合開発計画 (昭i酬 2昨
-35年}
ー三三~ ~ ，- .写-1初27年ー37年)lI!-大治水五ヶI

年計画 (昭和35

長禁おす
年計画 (昭和ω
年-44年)

事主主吉正王ヶ
年計画(昭和43
年-41年)
話詩詰寸第三期北海遺総
竺型さ市""，引合開発計画 (喝|昭和47年
年計iJj(OIl相川相時-52年)
if-51年}

事王玉吉正Eτ
年計画昭和521
隼ι二函説平←| 紙耐耐i北t
事言正富蕊証互計発醐針衝[昭初栴脚s日3 

年計iJj(何昭和和5什年-，臼2年削) 

主主丘i
昭和62年~第七次治水五ヶ年計薗

ヤ
問
問

昭

昭

昭

す
。
各
家
庭
で
少
し
ず
つ
努
力
を
す

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
確
実
に
川
は
き
れ

い
に
な
り
ま
す
。

例

一
、
洗
濯
洗
剤

洗
剤
は
、
計
盆

カ
ッ
プ
な
ど
で
正
し
く
計

っ
て
使

う
。
無
リ
ン
洗
剤
や
石
け
ん
を
使

、ヲ。

例
ニ
、
油
の
処
理
下
水
に
流
き
な

い
で
、
古
新
聞
な
ど
に
し
み
こ
ま

せ
て
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
。

例
三
、
調
理
く
ず

土
に
埋
め
て
肥

料
に
す
る
.

川の清掃をする会員たち
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二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

今

金

町

成

人

式

レコ

会
場
は
若
山
熱
気
と
華
や
い
だ
雰

即

聞
気
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

題

式
典
で
は
村
本
町
長
や
本
間
教
育

館

委
貝
長
ら
が
は
げ
ま
し
や
お
祝
の
こ

と
は
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
新

国

成
人
を
代
表
し
て
水
戸
部
義
之

圃
ん
君
、
湯
元
奈
保
美
さ
ん
が

「
大

圃
討
人
的
仲
間
入
り
し
た
感
激
を
胸

圃
品
に
、
誇
り
を
も

っ
て
悔
な
い
人

ヨ
輔
生
を
進
み
ま
す

」
と
哲

い
の
言

圃
相
手
乞
力
強
く
述
eへ

て
い
ま
し
た
・

圃
叫
引
続
き
記
念
搬
影
、
趣
向
を
凝

見

山
り
し
た
ゲ
|
ム
を
楽
し
ん
だ
後
、

，

刷
新
た
な
出
発
的
決
意
を
各
々
替

同

川

っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

書

Ei
邑

F

今
年
も
お
盆
休
み
や
夏
休
み
で
帰

省
し
た
若
者
を
迎
え
て
の
真
夏
的
成

人
式
が
八
月
十
三
日
、
町
民
セ
ン
タ

で
開
催
さ
れ
八
十
人
が
新
し
い
門

出

ま

し

た

。

一縁で姉妹農協提携
H T 8(3チャンネル)

日本列島釣りある記

静
岡
県
浜
松
市
三
方
原
農
協
と

両農協代表者固い握手• .. 

いもカま

す
.
八
月
六
日
町
民
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
両
農
協
組
合
長
、
理

事
、
監
事
等
が
出
席
し
て
、
各
来
貨
が
立
ち
合
う
中
、
姉
妹
農
協

鎚
携
捌
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
後
、
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
が
他
さ
れ
友
好
を
深
め
合

っ
て
お
り

ま
し
た
.
こ
の
提
携
が
厳
し
い
農
業
情
勢
を
打
開
し
、
両
農
協
の

限
り
な
い
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

元
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
投
手
江
夏
氏
ら
来

町
し
て
利
別
川
本
流
を
テ
レ
ビ
ロ
ケ

八
月
一

目
、
山
奥
深
い
美
利
河
の
利
別
川
本
流
で
元
西
武
ラ
イ

コ

オ
ン
ズ
江
夏
投
手
ら
が
来
町
し
て
、
本
州
で
は
幻
の
魚
と
云
わ
れ

ν

る
イ
ワ
ナ
釣
り
の
テ
レ
ビ
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
釣
り
果
は
十

匹

五
匹
、
三
十
四
級
が
三
匹
、
残
り
二
十
五

m
級
等
で
ま
ず
ま
ず
で

話

し
た
。
町
で
は
、
街
の
紹
介
も
さ
れ
る
全
国
放
送
な
の
で
，
観
光

P
R
e
を
策
ね
て
い
た
だ
こ
う
と
取
材
に
全
面
的
に
協
力
体
制
を

取
り
ま
し
た
.
放
送
は
、
九
月
四
日
(
日

)
午
前
八
時

i
三
十
分

間

(H
T
B
3
チ
ャ
ン
ネ
ル
)
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。
放
送
を

見
れ
な
か

っ
た
方
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
お
貸
し

い
た
し
ま
す
。

(
連
絡
先
日
目
町
商
工
観
光
課
)

イワナを釣りあげ
よろニぷ江夏さん

ント青木二ずえ九

ロケ中の花石メノ ー今野さん宅

青
少
年
内
盟
か
な
心
と
た
く
ま
し

い
身
体
を
育
む
を
テ
!
?
に
、
ふ
れ

あ
い
ラ
ン
ド
が
八
月
十
五
日
か
ら
三

日
問
、
金
原
「
緑
と
夢
の
丘
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
小
中

学
生
三
十
四
名

(う
ち
他
町
は
厚
沢

部
町
八
名
)
で
し
た
.
子
供
た
ち
は
、

お
互
い
す
ぐ
に
友
逮
に
な
り
、
テ
ン

ト
張
り
、
食
事
的
仕
度
く
な
ど
馴
れ

な
い
手
付
き
で
し
て
い
ま
し
た
.
ま

た
仲
間
づ
く
り
ゲ

l
ム
、
夏
の
天
体

観
測
や
フ
ァ
イ
ア

l
ス
ト
ー
ム
な
ど

全
道
大
会

へ
続

々
出
場

川
崎
秀
樹
君
全
国
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場
グ

今金中、桧山中体連で大活躍/1

今
金
中
は
、
十
三
年
よ
り
の
野
球
部
を
始

的
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
陵
上
八
百

μ
リ
レ

l
、

剣
道
的
団
体
、
個
人
で
は
、
陸
上
の
鈴
木
寛

君
が
百

μ
と
共
通
三
種
競
技
目
、
柔
道
中
量

級
で
谷
武
義
者
、
剣
道
で
花
井
実
生
君
、
中

島
章
樹
君
が
各
々
全
道
大
会
へ
出
場
し
ま
し

た
。
成
制
は
、
各
選
手
、
チ
ー
ム
は
大
健
闘

し
ま
し
た
が
、
中
で
も
剣
道
的
団
体
が
=
一位、

個
人
で
は
、
鈴
木
武
君
が
百
H
M

四
位
、
共
通

三
組
競
技

B
で
全
道
優
勝

(全
国
大
会
出
場

は
占
数
が
あ
と
少
し
で
涙
を
の
み
ま
し
た

)

に
郷
く
と
い
う
大
表
立
派
な
も
円
で
し
た
。

第
三
十

一
回
全
国
小
中
高
校
生
空
手
道
選
手
権
大
会
が

八
月
六
目
、
七
目
的
両
目
、
旭
川
市
の
大
雪
ア
リ
ー
ナ
で

約
三
干
名
の
選
手
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
桧

山
北
高
三
年
川
崎
秀
樹
君
(
神
丘
)
が
北
海
道
の
代
表
選

手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
種
目
は
、
高
校
生
内
部
、

個
人
組
手
の
部
で
出
場
し
、
一
回
戦
は
圧
勝
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
一
一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の
川
崎

君
町
大
活
蹴
は
、
空
手
道
を
や

っ
て
い
る
仲
間
は
も
と
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
却
す
る
少
年
達
に
と

っ
て
、
大
変
強

い
刺
激
を
与
え
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
空
手
道
に

磨
き
を
か
け
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大活躍した
鈴木寛君

子で楽しくハッスル/1

今金保育所運動会

か
わ
い
い
大
運
動
会
が
七
月
二
十
四
日
、
高
美
町
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
.
晴
天
で
し
た
が
風
が
強
く

砂
検
り
舞
う
中
、
水
を
ま
き
な
が
ら
六
年
よ
り
の
屋
外
で

れ

の
運
動
会
で
し
た
・
九
十
人
の
全
児
と
父
母
等
は
、
お
夫

弐
気
合
わ
せ
、
借
物
焼
争
、
相
白
玉
入
れ
等
趣
向
を
凝
ら
し

配

た
三
十
凶
秘
目
に
わ
た
る
競
技
に
熱
戦
を
展
開
し
て
お
り

紅
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
出
場
町
カ
ー
ド
合
わ
せ
二
人
三
脚
も
あ
り
、
孫
円
前

で
ハ

y
ス
ル
し
て
お
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
大
き
な
歓

声
や
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
声
援
が
一
日
中
グ

寸.@ 

親

ラ
ウ
ン
ド
に
醐
甘
い
て
い
ま
し
た
。

第
二
十
五
回
畜
産
共
進
会

容姿を競いあう

今
金
町
畜
産
共
進
会
主
催
町
第
二
十
五
回
苗
産
共
進
会
が
七
月

二
十
三
日
、
改
築
さ
れ
た
家
畜
市
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
.

ン
乳
用
牛
六
十
二
頭
、
肉
用
牛
四
十
二
頭
の
出
陳
が
あ
り
、
手
塩
に

什

か
け
て
育
て
た
肥
育
よ
り
や
体
位
、
体
格
な
ど
を
競
い
合
っ
て
お

ン
り
ま
し
た
。

ι一

各
部
門
の
最
高
位
は
次
の
通
り
で
し
た
。

躍

。
乳
用
牛
マ
未
経
産
ヤ
7

1

ア
ー
ル
チ
ェ

7
ド
キ
ヤ

y
ア
ト
ニ
ー

和

(
神
丘

・
山
本
靖
彦
ぷ
)
マ
経
産
エ
ム
ア
イ

・
シ
ン
デ
レ
ラ
マ
リ

酔

ナ

パ

ン

ク

(
神
丘
伊
藤
幸
作
♂
)

乳
〈〉
肉
用
牛
守
子
牛
雌
よ
し
っ
か
さ

(種
川

・
村
上
仁
司
ぷ
)
マ
未

経
産
あ
さ
ひ
(
神
丘
天
沼
苧
夫
ぷ
)
守
経
産
た
か

ω
(金
原

荒
川
力
蔵
ぷ
)

~~ ・.. 桧
山
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

金
原

、、企

「
緑
と
夢
の
丘
」

に
集
う

多
彩
な
催
し
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
感
想
文
を
ま
と
め
て

交
友
の
輸
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
子
供
た
ち
に
と
っ
て
武
重

な
体
験
と
楽
し
い
想
い
出
に
な
る
こ
，

と
で
し
ょ
う
。

'
J
伊

〕4
 

〔

川崎君の勇姿みんなでド γヂポーんを楽しむ

〕5
 

〔



た~の人個めたのムテ事蹟伝駅

A ‘ 
ぴった Lガンガン

ドラム缶のよに15人、賞金の

前に不可能はないんですね?

。
た1

・uでa-R 
冶
腐L

 

〆

'a
か

し
、.h
ソ

F

・明

・
am

一の一たつぴ一る‘ぇ単、込芭
怠胞につea 

第
十
八
田
舎
金
町
産
業
ま
つ
り

業まつ、

産り
カメラ
スケッチ，

に
こ
の
夏

ヴ
グ
寸
マ

1
7ェ

d・• 

第
十
八
回
舎
金
町
産
業
ま
つ
り
が
八
月
十
三
目
、
4

コ
金
小
薮
箇

隊
の
市
内
パ
レ
ー
ド
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
旧
駅
前
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
広
場
を
主
会
場
と
し
て
二
日
間
、
一
寸
法
師
レ
ー
ス
、
町
内

部
落
職
場
対
抗
演
芸
大
会
、
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
み
ん
怠
で
ジ

ャ
ン
プ
、
ま
た
目
玉
の
賞
金
の
か
か
っ
た
人
間
滝
の
ぼ
り
大
会
、

ぴ
っ
た
し
ガ
ン
ガ
ン
は
会
場
ぐ
る
み
興
奮
を
呼
ん
で
沸
き
巳
沸
い

て
い
ま
し
だ
。
別
会
場
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
競
馬
大
会
、
モ

ト
ク
ロ
ス
大
会
怠
ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
お
盆
の
帰

省
客
を
始
め
、
家
族
連
れ
や
大
勢
の
町
民
で
夜
遅
く
ま
で
に
ぎ
わ

い
、
産
業
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

賞金O万円、さあ蹟張つてのぽるぞ/
( 1回ものぽれない人多数あり)

/・ 1

ス

4MMb 
車場

みんなで

ジャンプ。
二の夏休み練

習に練習を Lま

Lた。

、
フ
ィ
、
，し

ドぃ酔、っ

， 

鞍馬大会、お盆はいやだなあ/馬の悲鳴

〕B
 

[
 

壮な狩場太肢の響きエンディングを飾る勇モチまき大会。ニっちへ、こっちへの大歓声か
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ナガコガネグモの産卵の秘密
グモはまず、糸で、きかずきを逆さにしたような台

をつ〈ります。そして、その下に背中を下にしてよ

ら下がり、おなかから上へ向かつて粘液につつまれ

た卵のかたまりを産み出してくっつけます.

そののち、垂れ下がった卵のかたまりに、糸いぽ

から出す非、をうしろの脚で、ていねいにかけてい き、

まわりのふとんでく るみます。その結呆、卵の うは

つぼのような形を した袋になるわけです。

ナ庁コガネグモというク

モをご存じでしょうか?おなか

に、議と賞色の細いしまもょうのある、

体内大さきが 1.5センチほどの美しい 7モ

です。このクモは、ヨーロ yパから日本にかけて広

〈分布していて、瓦になると草むらや田んぼのあぜ

などの草のrUJに、まるい網をはります。

.ファーブル昆虫記の誤訳を発見

この様子を観察した干固さんは、ねむい目をこす

りながら、おやつ ? と思いました。 なぜなら、前

に説んだファープル昆虫記には、ナガコガネグモは、

はじめに袋をつくって、その中に卵を産み落とすよ

うに魯いてあったので、そ うだと思い込んでいたか

らです。

フランスのナガコガネグモは違った行動をとるの

でしょうか。千固さんは、このことを疑問をもって

いろいろ捌べてみました。その結果、どうもファー

プル昆虫記の日本語版の翻訳が適切ではないことが

わか り、自分の観察眼に自信を深めたのです。

千固さんの話を聞いて、私は、 自然の観察は自分

の目で確かめるというこ とがも っと も重要だなと改

めて感じました。

-産卵の様子を徹夜で観察

長野県に住むクモ研究家のキ菌妾乏輔さんは、小

学校内校長を定年退官したあと、昔から大好き だっ

たクモの研究に熱中し、いくつも新しい発見をされ

ています。

あるとき、千固さんは、ナガコガネグモが産卵す

る様子を徹夜で観察していました。このクモは真夜

中に産卵するのです。

ナガコガネグモは、秋になると、つぼのような形

をした茶色い卵のう(卵の入った袋)を草の茎やま躍

にとりつけます. この卵のうのっくり方ですが、母

J • • 

園
口幽
圃
圃
圃
圏

内
家
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、

か
つ
て
に

f
ス
を
使
わ
な
い
、
火
遊

び
を
し
な
い
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に

も
え
や
す
い
も
の
を
お
か
な
い
と
ゅ

う
こ
と
で
す
。
水
そ
う
車
は
一
万
リ

ッ
タ
ー
も
は
い
っ
て
い
る
な
ん
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
タ
ン
ク
車
も
二

干
リ

Y
7
l
も
は
い
っ
て
い
る
か
ら

ど
っ
ち
も
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
さ
い
ご
に
し
れ
い
車
が
水
を
出

し
た
の
が
す
ご
か

っ
た
で
す
.
帰
り

に
え
ん
ぴ
っ
と
ち
り
か
み
を
も
ら

っ

て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
.
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

消
防
し
ょ
の
見
学

今
小
四
ノ
二

蔵

村

公

介

ぼ
く
は
‘
消
防
し
ょ
の
仕
事
は
た

い
へ
ん
だ
な
あ
っ
て
わ
か
り
ま
し
た
。

消
火
せ
ん
や
い
ろ
ん
な
せ
つ
び
の
て

ん
け
ん
を
し
た
り
火
じ
じ
ゃ
な
い
と

き
も
大
へ
ん
な
ん
だ
あ
と
思
い
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
お
し
え
て
く

れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
き
ゅ
う
き
ゅ
う
草
に
の
せ
て

く
れ
て
た
の
し
か
っ
た
で
す
@
火
じ

は
五
回
し
か
な
く
て
、
み
ん
な
火
じ

を
な
く
す
る
た
め
に
が
ん
ば

っ
て
い

る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
.
ぽ
〈

③
 

&
 

芭Z
 

R
F
 

咽

eb
 

ヲ

毎
日、

緊

張

の
連
続
で
す

北
村
郁
子
ぷ
側

今
春
、
地
元
町
高
校
を
卒
業
し
て

北
海
道
銀
行
今
金
支
庖
に
勤
め
ま
し

た。

「
銀
行
で
は
、
営
業
係

(
預
金
事

務
担
当
)
を
し
て
お
り
ま
す
。
毎
日

が
新
し
い
こ
と
、
初
め
て
な
こ
と
ば

か
り
で
緊
張
の
連
続
で
す
。
一

日
も

早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

頑
強

っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
〈
お
願

い
し
ま
す
口
北
村
さ
ん
は
‘
今
金
農

協
勤
務
的
茂
範
さ
ん
の
長
女
で
す
。

趣
味
は
、
華
道
、
ワ
ー
プ
ロ
。

ス
ポ

ー
ソ
は
、
ス
キ
ー
と
大
変
可
愛
く
て

明
る
い
娘
さ
ん
で
す
.

消
ぽ
う
し
ょ
を

見
学
し
て

今
小
山
ノ
三

南
川
ゅ
う
二

お
じ
さ
ん
金
附
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
@
わ
た
し
が
わ
か

っ

た
こ
と
は
、

一
号
車
が

二
千
リ

y
タ

|
水
を
つ
ん
で
い
て
、
水
そ
う
車
が

一
万
リ
ソ
タ
ー
も
水
を
つ
ん
で
い
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
と
、
一
号
車
内
木

が
な
く
な
っ
た
ら
、
水
そ
う
車
が
水

を
送
る
と
一吉
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

わ
た
し
が
お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た

こ
と
は
消
ぽ
う
の
こ
か
い
の
ほ
う
に

あ
る
昭
和
六
年
の
火
事
を
消
す
き
か

い
で
す
。
そ
れ
か
ら
二
か
い
の
ほ
う

に
あ
っ
た
で
ん
わ
で
す
.
あ
の
で
ん

わ
は
、
い
た
ず
ら
で
ん
わ
と
か
が
か

か
っ
て
き
て
、
か
け
た
ほ
う
が
き

っ

て
も
、
こ
っ
ち
が
き
ら
な
い
で
い
れ

ば
、
そ
の
人
の
う
ち
に
か
け
ら
れ
る

の
で
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
の
家
も
と
き
ど
き
か
か
っ
て

く
る
の
で
、
あ
あ
い
う
で
ん
わ
が
あ

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
お
じ

さ
ん
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ

L
;
 

11ν 

「
み
ん
な
の
広
場
』

は
、
町

民
的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た

だ
い
た
作
品
を
紹
介
し
た
り

皆
さ
ん
の
伝
冒
を
お
手
伝
い
い

た
し
ま
す
。

;ろづ後@命ーι;jee--J
「
い
ざ
よ
い
」
と
読
み
ま
す
。

文
字
ど
お
り
十
六
日
の
夜
の
こ

と
で
す
が
、
ふ
つ
う
は
、
そ
の
夜

の
月
を
い
い
ま
す
。
特
に
、

中
秋

の
名
月
の
翌
日
の
月
の
こ
と
で
、

今
年
は
九
月
二
十
六
日
に
な
り
ま

す
。い

ざ
ょ
い
と
は
、
た
め
ら

う
と
か
、
た
ゆ
た
‘
つ
と

い
、っ

弓

意
味
で
、
こ
の
夜
町
月
内
出

ヲ

は
+
五
夜
に
比
べ
る
と
遅
れ

L
T

る
の
で
、
こ
う
呼
ば
れ
る
よ

よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

』

で
は
、
ど
の
く
ら
い
遅
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
a

東
京
町

今
年
の
場
合
、
月
の
出
は
二

十
五
日
が
午
後
五
時
十

一
分
、

一
一十
六
日
は
二
十
九
分
遅
く
な

っ

て
五
時
四
十
分
で
す
。
こ
の
あ
と

も
だ
ん
だ
ん
月
町
出
の
時
刻
が
遅

れ
ま
す
.
十
七
夜
は
「
立
ち
待
ち
」
、

見℃む--吋「

物問
•• • 

句

薗日星f 朱h 針奇病1 老~~船
三f帰fのに床け括原1
のり橋t糸主にのの
野。話Eにす日HE努z雲i
戦fの浴Tるきにの
のつ採りそ邸協
跡Eきでとこ光Eれ
やぬ憩2とねりや
鍛え藍~.J、ほし永t 背古
夷ぞ浴川峡(':1) 蝿2平=をI
い衣わ泌0・秋~-~寺じ
ち 宿E立企つ
げて

イ非

たか ひろ

砂小西賞大丸
(61年 4月19日生まれ)

常町小酉賢次郎さんの長男

[親から1月人生~曜あ りゃー舌~もあ
るさあ ~月 慨に似たのか芸達者でひょ
うきんな子なので家庭的中がとっても明

るいんですよ .

十
八
日
は
座
っ
て
待
つ
よ
う
に
な

る
の
で
、

「居
待
ち
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
む
か
し
、
月
待
ち
と
い
う
風

流
な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
.
集
ま

っ
て
月
町
出
を
待
っ
て
飲
食
を
楽

し
む
の
で
す
a

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
、
十

六
夜
の
月
を
見
て
、
寸
昨
夜
よ
り
も

月
が
丸
い
よ
う
な
気
が
す
る
」
と

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

k
 

l
'
そ
う
な
の
で
す
。
「
望
」
す
な

・
圃

わ
ち
満
月
は
、
十
五
日
だ
っ

.

.
 た
り
、
十
六
目
だ
っ
た
り
す

.

.
 る
の
で
す
。
十
五
夜
が
満
月

.

.
 と
は
限
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、

.

.
 お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。
最

-
園
近
、
忠
一
を
見
る
ス
タ

l
ウ
オ

.

.

 y
チ
ン
グ
が
盛
ん
で
す
が
、

.

.
 月
を
楽
し
む
ム

l
ン
ウ
オ
y

チ
ン
グ
も
捨
て
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

き
て
、
九
月
は
「
健
康
増
進
普

及
運
動
し
の
月
間
で
す
。
今
年
内

標
語
は
「
歩
か
ず
に
や
た
ら
に

乗
る
く
せ
悪
い
く
せ
」
で
す
。

健
康
づ
く
り
に
は
栄
養
、
運
動
、

休
養
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
特
に

最
近
は
、
省
力
化
が
進
ん
で
、
運

動
不
足
が
気
に
な
り
ま
す
.
こ
同

月
間
を
機
に
‘
も
っ
と
ス
ポ

l
y

に
励
み
た
い
も
の
で
す
。

1
 

8
 

[
 

今
村
白
井
子

芳
賀
島
幸
え

杉

本

あ

い

斉

藤

み

ち

伊

藤

翠

女

石
井
智
恵
子

蓑

島

ア

イ

利別俳句会

車塩、ん
(62年 l月22日生まれ)

栄町松本昌也さんの次男

I親治、ら1動物が大好きなわんば〈な
μ 一男の子です.元気で紫直に育ってほし

いと思います.

本4松

〕9
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なお
漏
ら
いせ
Jι

-v
六
+
五
雌
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

加
入
者
は
繍
求
手
続
き
を
/

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
お
よ
び
通

n老
齢
年
金
は
、
六
+
五
歳
に
遥
し

た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
六
十
五
歳
に
達
し
た
か
ら
と
い
っ

て
自
動
的
に
年
金
が
支
払
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
で
詞
求
の
手
続
き

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

請
求
の
手
続
き
は
、
年
金
手
帳
と

印
鑑
、
年
金
の
支
払
い
を
受
け
る
た

め
の
希
望
す
る
銀
行
、
郵
便
局
な
ど

の
預
金
通
帳
を
持
参
の
う
え
、
年
金

係
へ
申
踏
し
て
下
さ
い
。
〈
町
民
福

祉
課
年
金
係
〉

-v
秋
の
衛
生
指
導
日

九
月
十
三
日
(
火
)
こ
の
日
は
術
生

委
貝
町
方
々
が
皆
さ
ん
の
家
庭
を
訪

問
し
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
す
の
で
、

家
庭
を
、
家
の
ま
わ
り
を
、
そ
し
て

g月みんな

輸ある 日のあなた合一 写真をさ Lあけ'ます

今
金
町
を
消
潔
で
明
る
い
住
み
よ
い

町
に
す
る
よ
う
、
自
ら
進
ん
で
笑
施

し
、
明
る
い
環
境
内
中
で
生
活
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
〈
町
民
福
祉
諜
衛

生
係
〉

-v
国
保
税
第
三
湖
町
納
期
は

九
月
三
+
日
ま
で

町
税
の
国
民
健
康
保
険
税
第
三
期

の
納
期
は
、
九
月
二
一
十
日
ま
で
で
す
。

納
税
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。
納

期
内
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
税
務
課
徴
収
係
に
お
た
ず
ね
く

だ

さ

い

。

八

税

務

課

徴

収

係
v

v自
衛
官
募
集
(
ニ
等
陸
、
海
、
空

士
)

・

資

格

来
年
三
月
高
校
卒
業
見

込
み
の
男
子
及
び
女
子

・

給

与

十
一
万
二
千
四
百
円

賞
与
四
・
九
ヵ
月
分

・
受
付
期
間

九
月
五
日
か
ら

・
衣
服
そ
の
他
食
事
代
、
宿
泊
費
、

衣
服
費
そ
の
他

一
切
無
料

・
年
次
休
暇
年
二
十
四
日

・

受

付

役
場
企
画
調
盤
謀

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
‘
有
料
で
自

家
用
パ
ス
を
使
用
し
た
り
無
料
で
あ

っ
て
も
、
反
復
継
続
し
て
他
人
を
輸

送
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
祭
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
レ
ン
タ
カ
で
あ
っ
て
も

運
転
手
付
き
で
借
り
た
り
、
運
転
手

町
斡
旋
を
受
け
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

る
白
パ
ス
行
為
と
な
り
、
こ
れ
も
禁

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
違
法
パ
ス
を
利
用
し

な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

マ
役
場
の
臨
時
休
撲
に
つ
い
て

九
月
二
十
日
と
二
十
一
日
午
後
か

ら
祭
典
の
た
め
休
業
い
た
し
ま
す
。

キ会山土也主:jjl(

ニューフロンティア・フェスティパル
今金町に於いて開催される

社会福祉協議会だより 日{敏紘8略)10 

調優先的里学園、豊寿圏、社会福祉協議会へ多額の

ご帯附ありがとうございま Lた.

〈苫小牲市〉 〈潮棚町〉 今金町撞置協圭

商慣寅吉 山困照子 代葺世下隊司

〈乙部町〉 〈北桧山町〉
今金老人クラブ

山崎ト〆 古畑孝融 車l全長

三惜金四郎 〈今壷町〉 加藤時四郎

第2会長
〈面目市〉 E 村孝司

伊海幸市

竹次世郎
編戸ツナョ

開櫨富佐江
今金町民生委貝協聾全〈鯨宵牛町〉 垣本勝昨

器時情蕗拍
轟川世夫 大宮啓太郎

〈大虚町〉
御e;子供全

光の里学園

中山ミエ 代表富田民男
園長聾普勝世

〈札曜市〉 立正世底全青年部

高島ー江
今金町邑合体育革 部長赤111膨

〈開石町〉 農協年金宜の全

理事幸作 代表紺谷直

昨年、第 l国道南地域として函館で開催され、今金町

が大活躍したニューフロンティア・フェスティパノレが、

今年度は桧山地域として当町において次のとおり開催さ

れます.

楽しい催しゃ、 NHKの公開収録もありますのでご期

待下さい。

記

1 開催日時昭和63'f9月25日(同

2 場 所今金町総合体育館

3 イベント内容

(j) 桧山宜的祭典

①桧山ふるさと物産まつり

示、 即売

②桧山海内幸、山の幸パイキングサケ、サホー

夕、黒毛利牛肉、いも、ワイン、焼酎、あわび専

を提供(特価)してセノレフサービス町炭焼きコーナ

ーで食べてもらう。

(21 青少年文化まつり

①郷土芸能 江差餅っきばや L、狩場太鼓、北桧

山町浮島竜神大獄、瀬棚町三杉太鼓等が披露される。

② 全桧山ちびっこ歌路選手権大会 l町から l名

の代表(小学生から中学生まで)の歌名人大会

(3) r市町村対抗ふるさと自慢うた自慢」絵山地区大金

NHK公開収録

(4) 桧山アラカルト

①子供餅っき大全

② 木製品、木製クラフトフェアー

③ 桧山パークコルフ大全

④ みんなで参加桧山Oxクイス

10: 00-17: 00 

桧山管内の特産品展

自
衛

'f< 今
金
;}} 

2 lI! 2 
l事|
o務 o
2 所 1
5 1 
8 1 

-v
遣
法
主
自
軍
用
パ
ス
を
利
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

自
家
用
パ
ス
は
「
も
っ
ぱ
ら
自
己

的
目
的
の
た
め
」
に
の
み
使
用
す
る• • 

• 

項 目 対象者 実施日 時 同l 対象地区 実施全場 備 考

① 乳 児 相 Z車
生f量

1日附
畳付時間

全地区 今金町民センター 保健指導
6、9ヶ月児 9 :30-10:00 

② l歳6ヶ月児検診
生桂

l日附
畳付時間

全地区 今金町民センター
医師診察、歯科診察、栄

l歳7、8ヶ月児 12:30-13:00 養指導、保健指導

5日開) 老人福祉センター

③ 般 相 談 全 住 民
12日明)

全地区
今金町民センター

19日開 老人福祉センター

26日開) 今金町民センター

育児講座 生桂 3ヶ月児
畳付時間

保健指導、医師診察、歯
9 :30-10:00 

@ ..ーー・・ーー.骨骨骨骨・・ 4・ー.....晶 8日嗣 全地区 今金町民センタ 科診察、栄養指導、保健

乳児健診
生雄 4. 7 畳付時間

指導
10、12ヶ月児 12: 30-13: 00 

妊婦格設 畳付時間
検毘、血液検査、子診、

⑤ 
(母親学級)

妊婦の方 13日ω
12:45-13:30 

全地区 今金町民セン7ー 助産婦診察、歯科指導、

保健指導

⑥ 風しん干防接種
中学

14日制 13∞~ 全地区 今金中学校
2、3年生女子

⑦ 股 脱 健 '開~ト
2ヶ月と

26日開 13: 00-14: 00 全地区 今金保健所 股関節X線写真
25日以上の乳児

21日ω受付時間
上地区 樋川小学校

12: 50-13∞ 
③ 3極混合干防接種

l期 2回目
28日榊

畳付時間
市 街 地 今金町民センタ

3-8週間あけて 3固接

24-48ヶ月児 12:50-13∞ 種

29日制
畳付時間

下地区 国 保 病 院
13・20-13:30

⑨ 無医地区巡回診療 全 住 民 29日同
畳付時間

全 地 区 今金町民センター 診療科目 眼科
14: 30-15: 00 

⑬ 2磁混合予防接種 今金小学校6年生 30日幽 13∞~ 今金小学校

戦
後
、
ソ
連
ま
だ
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
獄
で
強
制
抑
留
さ
れ
た
皆
様
ヘ

戦
後
、
ソ
速
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い

て
、
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に
帰
還
し
た
方
々
に
、

慰
労
品
(
書
状
銀
杯
)
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
う

ち
年
金
恩
給
な
ど
を
受
給
し
て
い
を
い
方
に
は
、

慰
労
金
と
し
て
十
万
円
(
二
年
償
還
の
記
名
国
債
)

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
後
強
制
抑
留
者
の
方
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
方
の
ご
遺
族
が
こ
れ
ら
の
贈

塁
、
支
給
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
贈
皇
、
支
給
は
、
本
人
ま
た
は
ご
遺

族
の
附
求
に
も
と
づ
い
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
.
骸
当
さ
れ
る
方
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
か
ら
制
求
密
航
を
受
け
取
り
、
必
要
な
昏
類

を
添
え
て
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
」
あ
て
直

接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
問
求
書
類
は
役
場
町
民
福
祉
課
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。

箭
求
期
限
は
、
昭
和
臼
年
8
月
1
日
か
ら
昭
和

同
年
3
月
出
固
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い

0

・
椅
求
書
類
な
ど
の
送
付
先
お
よ
び
問
い
合
せ
先

一T旧
東
京
都
文
京
区
大
塚

5
1
3
1
m

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第
Z
課

(
宮

0
3
i
9
4
5
1
4
7
0
3
)

1
 

0
 

1
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ぎ治手訪日 君 也

生や日E村

S月の休日当番医

ft③5321 

g④5011 

E②0221 

合⑦3021

g②0057 

宮②0324

北桧山町国保病院(北桧山)

平 病 院(北桧山 )

今金町国保病院(今金)

楢崎病院(瀬棚)

岩間医院(今金)

E吉田 医院(今金)

4日

11日

15日

18日

23日

25日

串
奇
た

F
-
Eモ

由
仁
い

tJ-ャ
ん
や

J

ポ
日
は
占
ち
で
ん
に

一

G
3九
9
拐
に

串
〈

Z
E品
け
た
く

が

h
v
z
e
司
よ

後。~令令住民の動態令ややや

在

削月対比

(-6 ) 

(- 2) 

4，199人 (-4 ) 

2，512世帯 (+2 ) 

現

8，161人

3，962人

末月

ロ

7 

担3

女

人C 

世1ft:数

g:jおたんじ ようおめで と う

7月 6日 (正捕さん長兇)悶美町

7月19日(裕司丸長女)1I1JfD町T

7月26日(附久江 長女)大和町

7月27日 (干IJ孝九長女)鈴

(消次、長女)束

金

町

(信男九長女)大和町

(光弘、長邦)帥

7月31日

8月 4日

'な

れ勺ゃ
ん

L勺な
・
h
な
h
-
な
れ
1
1
h
-

守也
A

未

ゅ佑

か
香
ぃ
衣

甘聞

や哉

知
掛

川
育

s莱
巾
由

吻
優
%
千
円
和

田村

深谷

水野

田中

江口

佐藤

町8月 5日中島

粕谷開発庁長官美利河ダムを視察

粕谷長官に陳情する町長

たに泉成 し美南 り度七
つ、 後村た利最工完月粉
いスの本 。 fiiJ 大 lJ~ 成十谷
てキ タ明町 タのがを三道
陳|ム長 ム多進的日開
↑ff場観は を 目 ん ざ、発
を新光‘ 視的でし六庁
し 設と ダ 察ダい八 十 長
ま な ‘ ム しムる分五官
しど温完 ま、道 通年は

1
 

2
 

1
 

〔

末広町

南田代(盟奔国)

大和町65歳8月4 日トメさん相t空宇

町地l52歳8月5日西傑八重子、

nr[ 栄84歳8月13日健ーさん大脇

手1媒65歳8月14日八郎さんホ沼

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

て

耐
②
0
1
T
T
番

67歳

84長足

圃 おくやみもうしあげます

7月23日

7月24日

重男さん

ノ、ノレさん

外崎

川村

神
丘

2
遺
跡
か
ら

メ
ノ
ウ
石
器
出
土

町
教
委
は
、
神
丘

2
遺
跡
内
に
あ

る
農
道
神
丘
二
号
幹
線
の
道
路
改
良

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
神
丘
三
一

四

ノ
四
地
先
に
お
い
て
、

八
月
六
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
の
八
日
間
的
発
掘

調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
呆
約
五

百
古
町
主
に
〆
ノ
ウ
の
石
器
が
出
土

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
発
掘
を
絞
け
、

遺
跡
的
性
格
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

予
定
で
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


